






3-3 色 _ 単色

カラー表示を推奨しますが、特殊な場合のみ、単色表示をすることができます。
その際にはK0 ��100%内の数値にて表示してください。 ［例］背景にロゴマークの色が馴染み、

　　   視認性に欠ける場合

［例］印刷可能色が 1 色のみの場合

［禁止例］指定以外の色で表示しないでください



3-4 色 _ ロゴのみネガ表示

3-1、3-2において、視認性に欠ける場合は、ロゴのみをネガ表示することができます。



5-1 アイソレーションエリア

ロゴマークを表示する際は、周辺に一定のアイソレーションエリアを設け、この領域内には他の要素を表示しないでください。

以下に示したのはその最小値です。この数値以上の余白をとるようにしてください。

（マークではなくロゴ部分の横幅をAとする）
A A

0.3A

0.3A

0.3A 0.3A
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0.2A0.2A



5-2 アイソレーションエリア

ロゴマークを表示する際は、周辺に一定のアイソレーションエリアを設け、この領域内には他の要素を表示しないでください。

以下に示したのはその最小値です。この数値以上の余白をとるようにしてください。

（ロゴ部分の縦幅をAとする）
A

0.6A

0.6A

0.6A0.6A

（ロゴ部分の縦幅をAとする）
A

1.2A1.2A

1.2A

1.2A



5-3 アイソレーションエリア

ロゴマークを表示する際は、周辺に一定のアイソレーションエリアを設け、この領域内には他の要素を表示しないでください。

以下に示したのはその最小値です。この数値以上の余白をとるようにしてください。

（ロゴ部分の縦幅をAとする）
A

1.2A1.2A

1.2A

1.2A

（ロゴ部分の縦幅をAとする）
A

0.4A

0.4A

0.4A0.4A
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6 使用禁止例

ロゴマークの機能を十分に発揮できるよう、以下のような方法で表示しないでください。

ロゴマーク（展開形）、ロゴ単体においても同様に取り扱いください。

変形（平体・長体・斜体） 構成要素の組み替え 書体の変更

縁取りや陰影 他の要素の追加 複雑な背景上への使用 透明度の変更

回転

色の変更

印刷物などで
水平がわからなくなった場合は
このラインの水平を目安にしてください。

※以上の禁止事項は、ロゴマークを公式に使用する場合のルールです。
　ワークショップなどで各個人が楽しむ場合には、自由に扱ってくださって構いません。（例：マークを塗り絵に使用する など）
　ただし自由に加工されたものを公式に取り扱う際には、それが正式なロゴマークに見えないよう、扱いにご注意ください。（例：自由な色で塗られた作品を公式SNSで紹介する場合 など）


